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①
東
日
本
大
震
災
へ
の
支

援
に
つ
い
て
。
岩
手
・
宮
城

両
県
に
行
政
視
察
し
た
が
、

放
射
能
不
検
出
の
が
れ
き
が

各
仮
置
場
に
存
在
す
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
被
災
自
治

体
で
は
今
も
、
広
域
処
理
を

望
ん
で
い
る
。
市
民
へ
の
安

全
確
保
と
理
解
が
大
前
提
と

な
る
が
、
木
材
チ
ッ
プ
等
可

能
な
範
囲
で
支
援
で
き
な
い

か
、
市
の
見
解
を
問
う
。

　

市
長　

国
の
広
域
処
理
も

支
援
策
の
一
つ
と
考
え
る
が
、

国
民
の
放
射
能
へ
の
不
安
払

拭
も
重
要
。
議
会
決
議
を
踏

ま
え
て
、
市
民
の
安
全
安
心

を
最
優
先
に
、
今
後
の
国
や

府
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

②
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
。
亀
岡
で
児
童

が
犠
牲
に
な
っ
た
交
通
事
故

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

抜
本
的
な
事
故
防
止
対
策
を

望
む
が
、
本
市
の
現
状
は
。

　

教
育
部
長　

こ
れ
ま
で
の

現
地
踏
査
に
加
え
、一
斉
調

査
の
結
果
判
明
し
た
１
１
０

カ
所
に
つ
い
て
、
庁
内
会
議

を
設
置
し
検
証
と
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。今
後
は
早
期
に

対
応
策
を
ま
と
め
、府
や
警
察

等
関
係
機
関
へ
の
要
請
と
関

係
団
体
の
協
力
を
得
て
、可
能

な
も
の
か
ら
順
次
、実
施
改
善

を
し
て
い
き
た
い
。

　

③
府
が
寄
付
を
受
け
た
南

田
辺
西
地
区
の
土
地
に
つ
い

て
。
有
効
活
用
に
向
け
て
庁

内
に
検
討
委
員
会
が
発
足
し

た
と
聞
く
が
、
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
計
画
を
問
う
。

　

建
設
部
長　

今
後
の
府
の

土
地
利
用
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
。
幅
広
い
視
野
に
立
っ

て
将
来
の
可
能
性
を
検
討
し
、

実
現
可
能
な
土
地
利
用
案
を

府
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　

④
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
。

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
」
が
民
間
企
業
に
よ
り
、

草
内
区
内
に
建
設
中
だ
が
、

本
市
の
高
齢
者
福
祉
計
画
等

と
の
関
連
性
と
今
後
の
支
援

方
針
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

同
計
画

で
の
介
護
施
設
と
い
う
位
置

付
け
で
は
な
い
が
、
一
般
の

住
宅
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
た
だ
く
。
市
か
ら
の

支
援
制
度
は
な
い
が
、
国
か

ら
の
建
設
時
の
補
助
や
税
制

の
優
遇
措
置
等
が
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
は

問

放
射
能
の
不
安
払
拭
が
重
要

答

 

奥 

西 

伊
佐
男 
議
員
（ 

一
新
会 

）
山のように積まれている震災がれきの

　　　　　　　　　　  仮置場（陸前高田市）

　

①
6
月
７
日
、
野
田
首
相

は
大
飯
原
発
再
稼
働
を
表
明

し
た
。
人
間
の
命
よ
り
私
利

私
欲
を
優
先
す
る
こ
と
が
、

次
世
代
の
人
た
ち
に
禍
根
を

残
す
。
大
飯
か
ら
京
田
辺
市

は
80
㎞
圏
内
だ
。
暫
定
的
な

安
全
評
価
の
下
で
の
再
稼
働

に
対
し
、
市
長
は
専
門
家
の

意
見
も
聞
き
、
は
っ
き
り
と

反
対
を
表
明
す
べ
き
だ
。

　

市
長　

原
発
再
稼
働
は
国

が
決
定
す
べ
き
も
の
だ
が
、

安
全
性
確
保
に
つ
い
て
京
都

府
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
強

く
求
め
て
い
る
。

　

②
市
長
は
関
西
広
域
連
合

や
国
に
対
し
て
何
も
言
わ
ず

に
再
稼
働
を
認
め
る
の
か
。

原
発
を
放
棄
し
な
い
国
の
本

音
は
、
核
武
装
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
非
核
平
和
都
市
宣

言
や
平
和
市
長
会
議
に
加
わ

る
姿
勢
と
矛
盾
し
な
い
の
か
。

　

市
長　

平
和
市
長
会
議
に

も
入
っ
て
い
る
し
非
核
と
い

う
形
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

③
若
者
が
未
来
に
希
望
を

持
て
な
い
最
近
の
世
相
は
、

差
別
と
排
外
主
義
を
助
長
し

て
い
る
。
新
教
育
長
は
平
和

・
人
権
教
育
を
市
の
教
育
の

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
だ
。

　

教
育
長　

平
和
と
人
権
は

教
育
の
根
幹
に
か
か
わ
る
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

④
橋
下
大
阪
市
長
は
日
の

丸
・
君
が
代
を
大
阪
府
内
全

域
で
強
制
し
て
い
る
が
、
京

田
辺
市
は
個
人
の
内
心
の
自

由
を
保
障
す
る
と
い
う
従
来

の
姿
勢
を
守
れ
。

　

教
育
長　

国
旗
・
国
歌
の

指
導
は
児
童
・
生
徒
の
内
心

の
自
由
に
ま
で
立
ち
入
っ
て

強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

⑤
子
ど
も
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
に
放
射
能
測
定
な

ど
を
一
層
徹
底
す
べ
き
だ
。

ま
た
中
学
校
給
食
実
施
に
向

け
た
考
え
を
問
う
。

　

教
育
長　

今
年
度
か
ら
全

小
学
校
に
栄
養
教
諭
や
栄
養

士
を
配
置
し
て
い
る
。
中
学

校
給
食
に
つ
い
て
は
今
後
も

議
論
を
深
め
て
い
く
。

　

⑥
甘
南
備
園
建
て
替
え
に

関
連
し
、
枚
方
市
に
焼
却
を

依
頼
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

単
独
が

基
準
だ
が
、
府
を
超
え
た
広

域
化
の
あ
り
方
も
研
究
す
る
。

大飯原発再稼働に反対を

安全性確保を国に求める答

問

大飯原発再稼働反対を訴える集会

  

次 

田 

典 

子 

議
員
（ 

無
会
派 

）

　

①
市
長
は
、
消
費
税
増
税

に
反
対
の
意
見
表
明
を
。

　

市
長　

国
会
で
十
分
な
議

論
が
尽
く
さ
れ
る
べ
き
で
、

反
対
、
賛
成
と
申
し
上
げ
る

べ
き
で
な
い
。
十
分
尽
く
さ

れ
て
い
る
と
は
言
っ
て
い
な

い
。

　

②
70
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
２
割
へ
の
引
上
げ
に

反
対
し
、
府
老
人
医
療
費
助

成
制
度
堅
持
の
要
望
を
。

　

市
民
部
長　

医
療
費
が
か

か
る
世
代
に
医
療
を
受
け
る

機
会
を
保
障
す
る
役
割
を
担

い
、
意
義
は
非
常
に
大
き

い
。
引
き
続
き
現
行
制
度
の

堅
持
を
要
望
し
て
い
く
。

　

③
国
保
税
、
都
市
計
画
税

の
税
率
引
き
下
げ
を
。

　

市
民
部
長　

国
保
税
は
今

後
不
安
定
で
厳
し
い
財
政
と

推
測
さ
れ
、引
下
げ
は
困
難
。

都
市
計
画
税
率
引
下
げ
は
、

実
施
時
期
等
に
つ
い
て
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

④
市
民
公
募
に
よ
る
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
市
防
災

計
画
の
見
直
し
を
す
べ
き
。

原
発
事
故
に
備
え
全
市
民
対

象
の
避
難
計
画
作
成
を
。
ま

た
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
、
配
布

体
制
の
確
立
を
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長 　

　

防
災
計
画
策
定
に
市
民
公

募
は
な
じ
ま
な
い
。
各
種
マ

ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
に
は
市
民

の
声
を
反
映
す
べ
き
点
も
あ

る
の
で
、
必
要
に
応
じ
意
見

集
約
に
努
め
る
。
避
難
計
画

は
、
京
都
府
の
防
災
計
画
と

整
合
を
図
る
中
で
行
っ
て
い

き
た
い
。ヨ
ウ
素
剤
備
蓄
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

⑤
学
童
保
育
。
北
部
で
の

夏
休
み
中
の
５
・
６
年
生
受

け
入
れ
で
ク
ラ
ス
分
け
で
き

る
よ
う
指
導
員
の
配
置
を
。

　

教
育
部
長　

松
井
ケ
丘
小

で
は
混
合
ク
ラ
ス
と
し
て
実

施
し
、
巡
回
指
導
員
２
名
を

追
加
配
置
す
る
。
大
住
小
で

は
５
・
６
年
生
単
独
ク
ラ
ス

と
す
る
た
め
、
２
名
の
指
導

員
を
配
置
す
る
。

　

⑥
夏
休
み
期
間
の
学
童
保

育
預
け
入
れ
が
で
き
な
い
校

区
が
あ
る
。
施
設
の
整
備
、

拡
充
の
た
め
に
短
期
・
中
期

の
計
画
策
定
を
。

　

教
育
部
長　

三
山
木
小
学

校
区
で
建
替
え
を
計
画
し
て

い
る
。
他
は
お
お
む
ね
、
現

在
の
定
員
数
内
の
状
況
で
、

計
画
策
定
の
予
定
は
な
い
。

青 

木 

綱
次
郎 

議
員
（ 

共
産
党 

）
今年３月に見直しされた市防災計画

市長は消費税増税反対を

国会で議論尽くされるべき答

問

　

①
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

世
帯
が
行
う
家
具
転
倒
防
止

金
具
等
の
取
り
付
け
に
、
助

成
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

生
活
相

談
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
支

援
や
情
報
提
供
が
で
き
る
の

か
検
討
し
て
み
た
い
。

　

②
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
所
の
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
べ
き
。

　

保
健
福
祉
部
長　

児
童
等

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

順
次
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
等

の
活
用
を
進
め
た
い
。

　

③
避
難
確
認
の
た
め
の

「
逃
げ
タ
オ
ル
運
動
」（
避

難
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
た

め
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
タ
オ
ル

を
挟
む
）
を
実
施
す
べ
き
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

　

安
否
確
認
の
方
法
と
し

て
、
有
効
な
情
報
手
段
と
考

え
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
啓
発
に
努
め
る
。

　

④
介
護
中
で
あ
る
こ
と
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
「
介

護
中
マ
ー
ク
」
を
作
成
し
、

配
布
し
て
は
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

府
が
調

査
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
結

果
と
事
業
所
等
へ
の
聞
き
取

り
も
含
め
て
、
一
定
期
間
で

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

⑤
次
代
の
担
い
手
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
、
介
護
保
険

制
度
や
高
齢
者
福
祉
に
目
を

向
け
て
も
ら
う
た
め
「
介
護

が
わ
か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

を
作
成
し
、
授
業
等
で
活
用

し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

活
用
は
可
能

か
、
十
分
部
内
で
も
検
討
し

た
い
。

　

⑥
国
保
被
保
険
者
証

（
カ
ー
ド
）
に
、視
覚
障
が
い

者
の
た
め
に
、
点
字
シ
ー
ル

を
つ
け
る
べ
き
。

　

市
民
部
長　

他
の
カ
ー
ド

と
の
区
別
を
行
う
た
め
に
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
。
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き

か
研
究
し
て
い
く
。

　

⑦
熱
中
症
対
策
と
し
て｢

携
帯
型
熱
中
症
計｣

の
周
知
、

助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

情
報
提

供
の
中
で
検
討
し
て
み
た
い
。

助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

　

⑧
市
役
所
、
公
共
施
設
の

外
壁
等
に
大
型
の
温
度
計
、

湿
度
計
等
を
設
置
す
べ
き
。

　

市
長　

意
見
と
し
て
、
お

伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

小
・
中

幼
保
に

問

答

安
全
確
保
で
順
次
進
め
た
い

河 

田 

美 

穂 

議
員
（ 

公
明
党 

）

飛散防止フィルムを貼る様子
　　　　　　　　　（三山木保育所）


